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WB 1:2000-1:20000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:200

Calculated MW:90 kDa; Observed MW:120 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、増殖細胞の大多数の核で発現するSART1(800)タンパク質と、上皮癌の細胞質で発現するSART1(259)タンパク質の2つのタンパク質をコードしている。SART1(259)タンパク質は、転写後調節中に-1フレームシフトの機構によって翻訳されるが、その全長配列はまだ公表されていない。コードされている2つのタンパク質は、増殖の調節に関与していると考えられている。両タンパク質は腫瘍拒絶抗原を持っている。SART1(259)タンパク質は、癌患者においてHLA-A2402拘束性細胞傷害性Tリンパ球を誘導することができる腫瘍エピトープを持っている。このSART1(259)抗原は、癌患者に対する特異的免疫療法に有用である可能性があり、アトピー患者の診断と治療のパラダイム的なツールとなる可能性がある。 SART1(259)タンパク質は、スプライソソーム組み立て経路において、tri-snRNPをプレスプライソソームにリクルートするために必須であることが判明した。[RefSeq提供、2008年7月]
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	SART1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス精巣組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe86758 を 1:5000 で使用して HeLa 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

